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Ⅰ 調査概要 

１ 調査の目的 

令和５年度の「姫路市障害福祉推進計画」の改定に向け、障害等のある方々の生活状況や福祉サービスの

利用状況などに関するご意見を参考にすることを目的に調査を行いました。 

 

２ 調査の方法 

種別 市で把握している障害等のある方々へのアンケート調査 

調査対象 

・障害者 

令和４年 10月１日現在、市内にお住まいの障害等のある方で、18歳以上の方 

・障害児 

令和４年 10月１日現在、市内にお住まいの障害等のある方で、18歳未満の方 

調査地域 姫路市全域 

調査方法 郵送での配布及び回収 

調査期間 令和４年 11月 28日～12月 23日 

配布数 障害者 3,160件 障害児 790件 

回収数 2,030件 

回収率 51.4％ 

 

 

３ 結果の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五

入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が

100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても反映してい

ます。 

●本報告書は、障害等の状況別にクロス集計しているため、複数の手帳を所持する等の場合、それぞれで集

計されています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回答

数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なもの

です。 

●図表中の「n（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する人）

を表しています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 調査票の記入者 

問１ お答えいただくのは、どなたですか。（○は１つだけ） 

 

 調査票の記入者は「本人（この調査票が郵送された宛名の方」が 60.6％と最も高く、次いで「本人の家族」が

27.0％、「家族以外の介助者」が 1.6％となっています。 

 

 

 

■ あなた（宛名の方）の性別・年齢・ご家族について 

 

２ 年齢 

問２ あなたの年齢をお答えください。（令和４年 11月１日現在） 

 

 年齢は「70代以上」が 33.6％と最も高く、次いで「60代」（15.5％）、「50代」（11.6％）、「10代以下」（16.4％）

となっています。 

 

 

 

60.6

27.0

1.6

10.7

0 20 40 60 80

本人（この調査票が郵送された宛名の方）

本人の家族

家族以外の介助者

無回答

(%)
(n=2,030)

6.3

10.1

5.7

7.0

8.5

11.6

15.5

33.6

1.7

0 10 20 30 40

１０代未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

無回答

(%)
(n=2,030)
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３ 性別 

問３ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

 

性別は、「男性」が 54.4％、「女性」が 43.9％、「その他あるいは回答しない」が 0.1％となっています。 

 

 

４ 居住地区（小学校区） 

問４ 現在お住まいの小学校区を選び、番号に○を付けてください。（〇は１つだけ） 

 

現在のお住まいは、「中部」が 24.9％で最も高く、次いで「西部」（24.2％）、「南部」（17.0％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.4

43.9

0.1

1.6

0 20 40 60

男性

女性

その他あるいは回答しない

無回答

(%)
(n=2,030)

24.9

17.0

11.4

10.8

24.2

8.2

0.9

0.0

2.7

0 10 20 30

中部

南部

東部

北部

西部

南東部

離島

その他

無回答

(%)
(n=2,030)
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５ 同居者 

問５ いま、あなたが一緒に暮らしている人は、どなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

一緒に暮らしている方は、「配偶者・（夫または妻）」が 38.5％で最も高く、次いで「父母・祖父母・兄弟姉妹」

（36.4％）、「子ども」（19.2％）となっています。また、「いない（一人で暮らしている）」が 17.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.5

36.4

19.2

2.6

17.7

2.8

0 10 20 30 40 50

配偶者（夫または妻）

父母・祖父母・兄弟姉妹

子ども

その他

いない（一人で暮らしている）

無回答

(%)
(n=2,030)
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６ 日常生活で必要な支援 

問６ 日常生活の中で、次の支援が必要ですか。①から⑩のそれぞれにお答えください。 

（①から⑩それぞれに○を１つ） 

 

必要な支援は、「外出」が「常に必要」と「一時（時々）必要」の合計で 46.3％と最も割合が高く、次いで「お

金の管理」（合計 38.9％）、「薬の管理」（合計 35.5％）となっています。 

 

７ 支援してくれる方 

問７ あなたを支援してくれる方は主に誰ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 問 6で「一部（時々）必要」または「常に必要」と回答された、支援を主に行う方は「父母・祖父母・兄弟

姉妹」が 46.3％と最も高く、次いで「ホームヘルパーや施設の職員」が 30.6％となっています。 

 

65.6

69.1

62.4

64.8

59.4

74.2

45.5

56.5

52.0

55.1

14.7

10.9

13.4

15.6

19.3

8.8

22.6

22.1

14.8

12.5

9.4

9.6

14.6

9.4

11.1

6.6

23.7

11.2

24.1

23.0

10.3

10.4

9.6

10.2

10.3

10.4

8.1

10.2

9.2

9.4

不要 一部（時々）必要

常に必要

無回答

問６①．支援の必要性（食事）

問６②．支援の必要性（トイレ）

問６③．支援の必要性（入浴）

問６④．支援の必要性（衣服の着脱）

問６⑤．支援の必要性（身だしなみ）

問６⑥．支援の必要性（家の中の移動）

問６⑦．支援の必要性（外出）

問６⑧．支援の必要性（家族以外の人との
意思疎通）

問６⑨．支援の必要性（お金の管理）

問６⑩．支援の必要性（薬の管理）

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=2,030)

46.3

30.6

25.6

14.4

3.8

7.5

0 10 20 30 40 50

父母・祖父母・兄弟姉妹

ホームヘルパーや施設の職員

配偶者（夫または妻）

子ども

その他の人（ボランティア等）

無回答

(%)
(n=160)
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８－① 支援してくれる方（家族）の年齢 

 

 支援してくれる方の年齢（年代）は、「60代」が 24.8％、「40代」「50代」が 20.0％、「70代以上」が 18.4％

となっています。 

 年代別では、回答者の年代が上がるに従って支援者の年代が上がり、特に回答者が 50代以上となると支援者

は同年代、またはさらに上の年代となっています。 

 

 

      

      

 

 

 

 

0.0

0.8

14.4

20.0

20.0

24.8

18.4

1.6

0 10 20 30

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

無回答

(%)
(n=125)

 　
調

査
数

１
０

代

２
０

代

３
０

代

４
０

代

５
０

代

６
０

代

７
０

代
以
上

　
無

回
答

全　体 125 0.0 0.8 14.4 20.0 20.0 24.8 18.4 1.6

１０代未満 25 0.0 0.0 52.0 44.0 0.0 0.0 0.0 4.0

１０代 13 0.0 0.0 15.4 61.5 23.1 0.0 0.0 0.0

２０代 12 0.0 8.3 8.3 0.0 75.0 0.0 8.3 0.0

３０代 11 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 72.7 18.2 0.0

４０代 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0

５０代 7 0.0 0.0 0.0 0.0 71.4 0.0 28.6 0.0

６０代 16 0.0 0.0 0.0 0.0 18.8 75.0 0.0 6.3

７０代以上 37 0.0 0.0 2.7 16.2 13.5 27.0 40.5 0.0
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８－② 支援してくれる方（家族）の性別 

 

 支援してくれる方の性別は、「女性」が 80.8％、「男性」が 19.2％となっています。 

 

 

８－③ 支援してくれる方（家族）の健康状態 

 

 支援してくれる方の健康状態は、「ふつう」が 55.2％、「よい」が 24.0％となっています。また、「よくな

い」が 18.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

男性

19.2%

女性

80.8%

無回答

0.0%

(n=125)

24.0

55.2

18.4

2.4

0 20 40 60

よい

ふつう

よくない

無回答

(%)
(n=125)
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■ あなたの障害の状況について 

 

９ 身体障害者手帳の所持 

問９ あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

 

身体障害者手帳の所持状況は所持している方は全体の 67.4％で、「１級」が 22.2％と最も割合が高く、次いで

「４級」（15.4％）、「２級」（12.7％）となっています。また、「持っていない」は 27.4％となっています。 

年代別では、40代以下では「持っていない」の割合が高くなっていますが、50代以上では「１級」の割合が最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

22.2

12.7

9.2

15.4

4.6

3.3

27.4

5.1

0 10 20 30

１級

２級

３級

４級

５級

６級

持っていない

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調

査
数

１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

持
っ

て
い
な

い

　
無

回
答

全　体 2,030 22.2 12.7 9.2 15.4 4.6 3.3 27.4 5.1

１０代未満 128 13.3 7.0 0.8 1.6 0.0 1.6 74.2 1.6

１０代 206 9.7 4.9 1.9 1.5 0.0 1.5 75.2 5.3

２０代 115 6.1 6.1 4.3 3.5 2.6 2.6 70.4 4.3

３０代 143 14.7 6.3 2.8 4.2 0.7 2.8 60.8 7.7

４０代 172 16.3 17.4 6.4 7.0 4.7 3.5 31.4 13.4

５０代 235 23.8 16.6 6.4 14.5 8.9 5.5 18.7 5.5

６０代 314 30.9 17.8 13.7 20.7 5.1 2.5 6.4 2.9

７０代以上 683 29.1 13.5 14.5 26.6 6.4 4.2 2.3 3.2
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10 主たる障害（身体障害者手帳の所持の場合） 

問 10 身体障害者手帳をお持ちの場合、主たる障害をお答えください。（○は１つだけ） 

 

身体障害者手帳を所持している方の主たる障害は、「肢体不自由（下肢）」の割合が 23.1％と最も高く、次いで

「内部障害（１～６以外）」（19.5％）、「肢体不自由（上肢）」（10.0％）となっています。 

年代別では、どの年代も「肢体不自由（下肢）」の割合が高く、特に 60代以上では 30％台となっています。 

 

 

 

23.1

19.5

10.0

6.9

5.1

3.7

2.2

35.8

0 10 20 30 40

肢体不自由（下肢）

内部障害（１～６以外）

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（体幹）

聴覚障害

視覚障害

音声・言語・そしゃく機能障害

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

音
声
・
言
語

・
そ
し
ゃ

く
機
能

障
害

肢
体
不
自
由
（

上
肢
）

肢
体
不
自
由
（

下
肢
）

肢
体
不
自
由
（

体
幹
）

内
部
障
害
（

１
～

６
以
外
）

　
無
回
答

全　体 2,030 3.7 5.1 2.2 10.0 23.1 6.9 19.5 35.8

１０代未満 128 0.0 3.1 0.8 6.3 10.2 7.0 3.9 74.2

１０代 206 0.5 2.9 0.5 3.4 6.3 3.4 5.3 82.0

２０代 115 1.7 0.0 0.9 4.3 7.8 4.3 7.8 75.7

３０代 143 2.1 4.2 0.7 3.5 7.0 5.6 6.3 73.4

４０代 172 3.5 4.7 1.7 14.5 16.3 3.5 15.1 47.7

５０代 235 2.6 4.7 1.3 14.0 28.1 8.9 18.7 28.5

６０代 314 4.8 3.5 4.5 14.6 33.1 10.8 26.1 12.7

７０代以上 683 5.7 8.5 2.9 10.5 32.4 7.0 29.7 9.8
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11 療育手帳の所持 

問 11 あなたは療育障害者手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

 

療育手帳の所持状況は所持している方は全体の 27.1％で、「Ｂ２判定」（12.7％）の割合が最も高く、次いで「Ａ

判定」（9.2％）、「Ｂ１判定」（5.2％）となっています。また、「持っていない」は 64.3％となっています。 

年代別では、10代未満及び 10代で「Ｂ２判定」の割合が最も高く、30代以上では「持っていない」の割合が

最も高くなっています。また、20代では「Ａ判定」と「持っていない」がともに 28.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2

5.2

12.7

64.3

8.6

0 20 40 60 80

Ａ判定

Ｂ１判定

Ｂ２判定

持っていない

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

Ａ
判
定

Ｂ
１
判
定

Ｂ
２
判
定

持
っ

て
い
な

い

　
無
回
答

全　体 2,030 9.2 5.2 12.7 64.3 8.6

１０代未満 128 22.7 15.6 50.8 10.2 0.8

１０代 206 15.5 11.2 62.6 9.7 1.0

２０代 115 28.7 15.7 22.6 28.7 4.3

３０代 143 28.0 15.4 14.0 39.9 2.8

４０代 172 15.1 4.1 3.5 65.7 11.6

５０代 235 6.0 3.0 2.6 80.4 8.1

６０代 314 2.2 1.3 1.6 87.3 7.6

７０代以上 683 0.7 0.3 0.0 85.8 13.2
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12 精神障害者保健福祉手帳の所持 

問 12 あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

 

精神障害者保健福祉手帳の所持状況は、所持している方は全体の 13.5％で、等級は「２級」の割合が 7.4％と

最も高く、次いで「３級」（4.3％）、「１級」（1.8％）となっています。また、「持っていない」は 79.9％となっ

ています。 

年代別では、どの年代も「持っていない」が最も高く、「２級」は 40 代で 23.3％、30 代で 16.8％、50 代で

14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.8

7.4

4.3

79.9

6.6

0 20 40 60 80 100

１級

２級

３級

持っていない

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

１
級

２
級

３
級

持
っ

て
い
な

い

　
無
回
答

全　体 2,030 1.8 7.4 4.3 79.9 6.6

１０代未満 128 1.6 0.0 0.0 95.3 3.1

１０代 206 0.5 1.5 0.5 92.7 4.9

２０代 115 0.0 10.4 13.0 72.2 4.3

３０代 143 2.1 16.8 11.9 62.9 6.3

４０代 172 2.9 23.3 8.1 57.0 8.7

５０代 235 2.6 14.9 7.2 70.2 5.1

６０代 314 2.2 4.5 3.2 85.7 4.5

７０代以上 683 1.9 2.9 1.5 85.7 8.1
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13 重症心身障害の該当 

問 13 あなたは重症心身障害に当てはまりますか。（○は１つだけ） 

 

重症心身障害に該当するかでは、「当てはまらない」が 88.8％、「当てはまる」が 5.9％となっています。 

年代別では、「当てはまらない」が各年代とも 80％台後半から 90％台前半となっています。 

 

 

 

 

当てはまる

5.9%

当てはまらない

88.8%

無回答

5.3%

(n=2,030)

 　
調
査
数

当
て
は
ま
る

当
て
は
ま
ら

な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 5.9 88.8 5.3

１０代未満 128 10.2 87.5 2.3

１０代 206 4.9 93.2 1.9

２０代 115 5.2 91.3 3.5

３０代 143 9.8 88.1 2.1

４０代 172 4.1 91.3 4.7

５０代 235 5.1 91.1 3.8

６０代 314 7.0 89.5 3.5

７０代以上 683 5.0 87.3 7.8
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14 難病（指定難病）の認定 

問 14 あなたは難病（指定難病）の認定を受けていますか。（○は１つだけ） 

 

難病（指定難病）の認定を受けているかでは、「受けていない」が 88.1％、「受けている」が 7.3％となってい

ます。 

年代別では、「受けている」は 50 代で 10.2％）、60代で 11.8％と他の年代より高くなっています。また、「受

けていない」は各年代とも 80％台後半から 90％台前半となっています。 

 

 

 

受けている

7.3%

受けていない

88.1%

無回答

4.6%

(n=2,030)

 　
調
査
数

受
け
て
い
る

受
け
て
い
な

い

　
無
回
答

全　体 2,030 7.3 88.1 4.6

１０代未満 128 4.7 94.5 0.8

１０代 206 6.3 92.2 1.5

２０代 115 5.2 93.0 1.7

３０代 143 4.9 91.6 3.5

４０代 172 7.0 88.4 4.7

５０代 235 10.2 87.7 2.1

６０代 314 11.8 85.7 2.5

７０代以上 683 6.1 86.7 7.2



 

14 

15 発達障害の診断 

問 15 あなたは発達障害の診断を受けたことはありますか。（○は１つだけ） 

 

発達障害の診断を受けたことがあるかでは、「ない」が 74.3％、「ある」が 21.4％となっています。 

年代別では、「ある」は 10 代未満で 75.8％、10 代で 79.6％、20 代で 53.9％となっていますが、30 代以上で

は「ない」の割合が「ある」の割合を上回っています。 

 

 

 

ある

21.4%

ない

74.3%

無回答

4.3%

(n=2,030)

 　
調
査
数

あ
る

な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 21.4 74.3 4.3

１０代未満 128 75.8 23.4 0.8

１０代 206 79.6 19.9 0.5

２０代 115 53.9 44.3 1.7

３０代 143 38.5 59.4 2.1

４０代 172 18.6 77.9 3.5

５０代 235 6.4 89.8 3.8

６０代 314 1.6 96.2 2.2

７０代以上 683 0.4 92.5 7.0
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16 高次脳機能障害の診断 

問 16 あなたは高次脳機能障害の診断を受けたことはありますか。（○は１つだけ） 

 

高次脳機能障害の診断を受けたことがあるかでは、「ない」が 86.1％、「ある」が 7.8％となっています。 

 年代別では、「ない」は 30 代以下では 90％台となっていますが、40 代で 85.5％、60 代で 85.7％、70 代以上

で 82.3％と 30代以下の年代より低くなっています。 

 

 

 

ある

7.8%

ない

86.1%

無回答

6.1%

(n=2,030)

 　
調
査
数

あ
る

な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 7.8 86.1 6.1

１０代未満 128 3.1 94.5 2.3

１０代 206 2.4 94.7 2.9

２０代 115 5.2 94.8 0.0

３０代 143 3.5 93.0 3.5

４０代 172 9.3 85.5 5.2

５０代 235 14.0 79.6 6.4

６０代 314 8.6 85.7 5.7

７０代以上 683 8.9 82.3 8.8



 

16 

17 高次脳機能障害の関連障害 

問 17 その関連障害をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

高次脳機能障害の診断を受けたことが「ある」と回答した方の関連障害は、「肢体不自由（下肢）」の割合が 40.5％

と最も高く、次いで「肢体不自由（上肢）」（35.4％）、「音声・言語・そしゃく機能障害」（31.0％）となっていま

す。 

年代別では、60代以上では「肢体不自由（下肢）」が、10代以下及び 30代では「肢体不自由（体幹）」の割合

が高くなっています。 

 

   

 

40.5

35.4

31.0

23.4

17.1

10.8

9.5

3.8

0 10 20 30 40 50

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（上肢）

音声・言語・そしゃく機能障害

肢体不自由（体幹）

内部障害（１～６以外）

視覚障害

聴覚障害

無回答

(%)
(n=158)

 　
調
査
数

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

音
声
・
言
語

・
そ
し
ゃ

く
機
能

障
害

肢
体
不
自
由
（

上
肢
）

肢
体
不
自
由
（

下
肢
）

肢
体
不
自
由
（

体
幹
）

内
部
障
害
（

１
～

６
以
外
）

　
無
回
答

全　体 158 10.8 9.5 31.0 35.4 40.5 23.4 17.1 3.8

１０代未満 4 0.0 0.0 50.0 25.0 25.0 50.0 25.0 0.0

１０代 5 0.0 20.0 20.0 40.0 40.0 60.0 0.0 20.0

２０代 6 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

３０代 5 20.0 0.0 20.0 20.0 20.0 40.0 20.0 0.0

４０代 16 18.8 12.5 6.3 50.0 31.3 0.0 25.0 0.0

５０代 33 9.1 6.1 36.4 36.4 36.4 30.3 9.1 9.1

６０代 27 11.1 0.0 40.7 33.3 44.4 25.9 18.5 0.0

７０代以上 61 8.2 14.8 32.8 36.1 49.2 21.3 16.4 3.3
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18 現在の医療的ケア状況 

問 18 あなたは現在医療的ケアを受けていますか。（○は１つだけ） 

 

現在医療的ケアを受けているかでは、「受けていない」が 62.1％、「受けている」が 28.6％となっています。 

 

 

 

19 医療的ケア内容 

問 19 あなたが現在受けている医療的ケアをご回答ください。（あてはまるものすべてに○） 

 

現在医療的ケアを受けていると回答した方の医療的ケアの内容は、「服薬管理」の割合が 47.6％と最も高く、

次いで「透析」（17.4％）、「ストマ（人工肛門・人工膀胱）」（9.5％）となっています。 

 

 

 

 

28.6 62.1 9.3

受けている 受けていない 無回答

全体
(n=2,030)

(%)
0 20 40 60 80 100

47.6

17.4

9.5

6.0

6.0

5.0

4.5

3.4

2.6

1.4

0.7

22.6

1.9

0 10 20 30 40 50

服薬管理

透析

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

気管切開

カテーテル留置

人口呼吸器（レスピレーター）

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

その他

無回答

(%)
(n=580)
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■ 住まいや暮らしについて 

 

20 現在の暮らし方 

問 20 あなたは現在どのように暮らしていますか。（○は１つだけ） 

 

現在の暮らし方では、「家族と暮らしている」の割合が 78.5％で最も高く、次いで「一人で暮らしている」

（13.7％）、「福祉施設（障害者支援施設、高齢者支援施設）で暮らしている」（2.4％）となっています。 

障害等の状況別では、どの障害等でも「家族と暮らしている」の割合が最も高くなっています。 

 
 

 

13.7

78.5

1.8

2.4

0.6

0.3

2.6

0 20 40 60 80 100

一人で暮らしている

家族と暮らしている

グループホームで暮らしている

福祉施設（障害者支援施設、高齢者支援施設）

病院に入院している

その他

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

一
人
で
暮
ら

し
て
い
る

家
族
と
暮
ら

し
て
い
る

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
で
暮
ら
し
て

い
る

福
祉
施
設
（

障
害
者
支
援
施

設
、

高
齢
者

支
援
施
設
）

病
院
に
入
院

し
て
い
る

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 2,030 13.7 78.5 1.8 2.4 0.6 0.3 2.6

身体障害者手帳保有 1,370 16.4 76.3 0.9 2.7 0.5 0.3 2.8

療育手帳保有 550 3.6 87.5 4.2 2.5 0.7 0.2 1.3

精神障害者保健福祉手帳保有 275 20.0 67.6 3.6 2.2 1.8 1.5 3.3

重症心身障害 120 14.2 72.5 0.8 6.7 2.5 0.0 3.3

難病（指定難病）認定 149 8.7 85.2 0.0 2.0 2.0 0.0 2.0

発達障害の診断 435 3.4 91.7 2.5 0.7 0.5 0.0 1.1

高次脳機能障害の診断 158 11.4 72.8 0.6 10.1 2.5 0.6 1.9

医療的ケア 580 14.7 77.2 1.2 4.5 1.6 0.3 0.5
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21 今後３年以内の暮らし方 

問 21 あなたは今後３年以内にどのような暮らしをしたいと思いますか。（○は１つだけ） 

 

今後３年以内の暮らし方では、「家族と一緒に生活したい」が 73.3％、「一般の住宅で一人暮らしをしたい」が

13.8％となっています。 

年代別では、どの年代でも「家族と一緒に生活したい」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

13.8

73.3

2.4

3.3

2.3

5.0

0 20 40 60 80

一般の住宅で一人で暮らしたい

家族と一緒に生活したい

グループホームなどを利用したい

福祉施設（障害者支援施設、高齢者支援施設）

その他

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

一
般
の
住
宅

で
一
人
で
暮
ら
し

た
い

家
族
と
一
緒

に
生
活
し
た
い

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
な
ど
を
利
用

し
た
い

福
祉
施
設
（

障
害
者
支
援
施

設
、

高
齢
者

支
援
施
設
）

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 2,030 13.8 73.3 2.4 3.3 2.3 5.0

１０代未満 128 0.0 99.2 0.0 0.0 0.0 0.8

１０代 206 5.8 90.8 0.0 0.5 1.0 1.9

２０代 115 14.8 71.3 7.0 0.0 7.0 0.0

３０代 143 15.4 70.6 7.0 3.5 2.1 1.4

４０代 172 15.7 62.8 5.8 2.9 4.7 8.1

５０代 235 17.0 72.8 1.3 2.1 2.1 4.7

６０代 314 15.0 71.0 1.9 4.1 2.2 5.7

７０代以上 683 16.3 69.3 1.5 5.4 1.6 6.0
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22 希望する暮らしを送るための支援内容 

問 22 希望する暮らしを送るためには、どのような支援があればよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

希望する暮らしを送るための支援内容は、「経済的な負担の軽減」の割合が 57.1％と最も高く、次いで「必要

な在宅サービスが適正に利用できること」（35.2％）、「相談対応等の充実」（29.5％）となっています。 

障害等の状況別では、どの障害等でも「経済的な負担の軽減」が最も高く、次いで「必要な在宅サービスが適

正に利用できること」又は「相談対応等の充実」のいずれかが回答されています。 

 

 

 

57.1

35.2

29.5

24.9

22.9

17.8

16.7

14.8

5.1

9.6

0 20 40 60

経済的な負担の軽減

必要な在宅サービスが適正に利用できること

相談対応等の充実

在宅で医療的ケアなどが適切に得られること

障害者に適した住居の確保

地域住民等の理解

生活訓練等の充実

コミュニケーションについて

その他

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア

な
ど
が
適
切

に
得
ら
れ
る
こ
と

障
害
者
に
適
し
た
住

居
の
確
保

必
要
な
在
宅
サ
ー

ビ

ス
が
適
正
に

利
用
で
き
る
こ
と

生
活
訓
練
等
の
充
実

経
済
的
な
負
担
の
軽

減

相
談
対
応
等
の
充
実

地
域
住
民
等
の
理
解

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
つ
い
て

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 2,030 24.9 22.9 35.2 16.7 57.1 29.5 17.8 14.8 5.1 9.6

身体障害者手帳保有 1,370 31.1 22.6 41.2 11.4 53.9 21.1 12.3 6.9 5.0 10.5

療育手帳保有 550 11.8 26.9 26.0 32.9 62.4 48.2 33.1 31.8 5.6 6.5

精神障害者保健福祉手帳保有 275 20.7 19.6 24.4 14.5 61.5 33.5 18.2 22.2 7.3 10.9

重症心身障害 120 43.3 37.5 53.3 19.2 60.0 27.5 19.2 7.5 7.5 6.7

難病（指定難病）認定 149 33.6 28.2 47.7 15.4 57.0 28.2 15.4 8.1 10.1 8.1

発達障害の診断 435 8.5 24.1 22.5 33.8 65.7 52.4 34.3 36.8 5.7 5.3

高次脳機能障害の診断 158 28.5 25.9 46.2 18.4 51.3 20.9 10.1 9.5 5.1 7.6

医療的ケア 580 35.3 22.2 43.3 12.9 62.1 27.1 15.3 9.0 6.6 6.9
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■ 日中活動や就労について 

 

23 外出頻度（１週間） 

問 23 あなたは、１週間にどのぐらい外出しますか。（○は１つだけ） 

 

1 週間の外出頻度は、「１週間に数回外出する」が 41.2％、「毎日外出する」が 40.7％となっています。また、

「ほとんど外出しない」が 12.7％、「まったく外出しない」が 2.9％となっています。 

障害等の状況別では、「毎日外出する」の割合は療育手帳保有及び発達障害の診断で 60％台と他の障害等より

高くなっています。その他の障害等では、「１週間に数回外出する」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

40.7

41.2

12.7

2.9

2.5

0 10 20 30 40 50

毎日外出する

１週間に数回外出する

ほとんど外出しない

まったく外出しない

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

毎
日
外
出
す

る

１
週
間
に
数

回
外
出
す
る

ほ
と
ん
ど
外

出
し
な
い

ま
っ

た
く
外

出
し
な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 40.7 41.2 12.7 2.9 2.5

身体障害者手帳保有 1,370 34.5 46.0 14.2 3.1 2.3

療育手帳保有 550 64.5 23.3 6.9 1.6 3.6

精神障害者保健福祉手帳保有 275 29.8 48.4 14.9 5.1 1.8

重症心身障害 120 28.3 36.7 26.7 7.5 0.8

難病（指定難病）認定 149 30.2 45.0 18.1 6.0 0.7

発達障害の診断 435 65.7 25.1 5.5 0.9 2.8

高次脳機能障害の診断 158 22.8 44.3 19.6 12.0 1.3

医療的ケア 580 31.0 43.6 18.3 5.5 1.6
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24 外出時の同伴者 

問 24 （問 23で「１～３」を回答した方）あなたが外出するときに、よく一緒に行くのは誰ですか。 

（○は１つだけ） 

 

外出する際の同伴者は、「一人で外出する」の割合が 35.9％で最も高く、次いで「配偶者（夫または妻）」（22.6％）、

「父母・祖父母・兄弟姉妹」（22.2％）となっています。 

障害等の状況別では、「一人で外出する」の割合は精神障害者保健福祉手帳保有で 45.7％、身体障害者手帳保

有で 37.0％となっており、その他の障害等でも「一人で外出する」が 10％台から 20％台となっています。 

 

 

 

22.2

22.6

5.1

5.5

1.2

35.9

7.4

0 10 20 30 40

父母・祖父母・兄弟姉妹

配偶者（夫または妻）

子ども

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティア等）

一人で外出する

無回答

(%)
(n=1,920)

 　
調
査
数

父
母
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

配
偶
者
（

夫
ま
た
は
妻
）

子
ど
も

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

や
施
設
の
職
員

そ
の
他
の
人
（

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
）

一
人
で
外
出
す
る

　
無
回
答

全　体 1,920 22.2 22.6 5.1 5.5 1.2 35.9 7.4

身体障害者手帳保有 1,297 10.7 30.4 6.7 6.2 1.2 37.0 7.7

療育手帳保有 521 58.7 1.3 0.6 6.3 0.6 25.0 7.5

精神障害者保健福祉手帳保有 256 21.1 18.4 3.5 5.1 2.0 45.7 4.3

重症心身障害 110 30.9 16.4 6.4 25.5 1.8 15.5 3.6

難病（指定難病）認定 139 20.1 36.7 7.2 10.1 1.4 18.0 6.5

発達障害の診断 419 58.9 1.7 1.2 3.6 1.0 27.9 5.7

高次脳機能障害の診断 137 13.9 27.7 3.6 19.7 1.5 29.2 4.4

医療的ケア 539 17.3 28.2 7.2 8.0 1.7 29.3 8.3
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25 外出目的 

問 25 あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

外出目的では、「買い物に行く」の割合が 66.3％と最も高く、次いで「医療機関への受診」（55.9％）、「通勤・

通学・通所」（42.7％）となっています。 

障害等の状況別では、「通勤・通学・通所」の割合は療育手帳保有及び発達障害の診断で 80％台と最も高くな

っています。「買い物に行く」は精神障害者保健福祉手帳保有で 72.3％、身体障害者手帳保有で 66.8％となって

います。 

 

 

66.3

55.9

42.7

26.9

18.1

14.4

12.1

3.9

4.6

1.3

0 20 40 60 80

買い物に行く

医療機関への受診

通勤・通学・通所

散歩に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

訓練やリハビリに行く

グループ活動に参加する

その他

無回答

(%)
(n=1,920)

 　
調
査
数

通
勤
・
通
学

・
通
所

訓
練
や
リ
ハ

ビ
リ
に
行
く

医
療
機
関
へ

の
受
診

買
い
物
に
行

く

友
人
・
知
人

に
会
う

趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る

グ
ル
ー

プ
活

動
に
参
加
す
る

散
歩
に
行
く

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 1,920 42.7 12.1 55.9 66.3 18.1 14.4 3.9 26.9 4.6 1.3

身体障害者手帳保有 1,297 28.8 12.7 62.8 66.8 19.1 13.8 4.1 26.4 4.7 1.7

療育手帳保有 521 83.7 13.4 33.6 56.6 15.4 15.2 3.6 25.7 5.0 0.4

精神障害者保健福祉手帳保有 256 37.9 10.2 61.3 72.3 13.3 10.9 2.3 27.7 5.5 0.8

重症心身障害 110 43.6 21.8 56.4 40.9 8.2 4.5 4.5 25.5 15.5 0.9

難病（指定難病）認定 139 33.8 20.1 71.9 56.1 10.8 13.7 2.9 19.4 7.9 0.7

発達障害の診断 419 86.2 12.6 32.5 58.2 17.2 17.9 3.8 25.3 4.3 0.2

高次脳機能障害の診断 137 29.2 29.9 54.7 51.1 12.4 12.4 3.6 25.5 8.8 0.0

医療的ケア 539 31.0 16.0 70.5 64.0 15.2 10.9 3.5 26.9 5.8 0.7
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26 外出時に困っていること 

問 26 外出するときに、どのようなことで困りますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

外出するときに困ることは、「困ったときにどうすればいいのかが心配」の割合が 28.4％で最も高く、次いで

「道路や駅に階段や段差が多い」（23.2％）、「外出にお金がかかる」（20.6％）、「公共交通機関が少ない（ない）」

（20.5％）となっています。 

障害等の状況別では、「道路や駅に階段や段差が多い」の割合は難病（指定難病）認定が 38.1％、身体障害者

手帳保有が 31.1％で高く、その他の障害等では「困ったときにどうすればいいのかが心配」の割合が高く、重症

心身障害では「発作など突然の身体の変化が心配」が 35.5％となっています。 

 

 

28.4

23.2

20.6

20.5

14.7

13.7

13.6

13.0

12.5

6.2

9.6

16.2

0 10 20 30 40

困ったときにどうすればいいのかが心配

道路や駅に階段や段差が多い

外出にお金がかかる

公共交通機関が少ない（ない）

外出先の建物設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど）

列車やバスの乗り降りが困難

発作など突然の身体の変化が心配

周囲の目が気になる

切符の買い方や乗り換えの方法が分かりにくい

介助者が確保できない

その他

無回答

(%)
(n=1,920)

 　
調
査

数

公
共
交

通
機
関
が
少
な

い

（

な
い
）

列
車
や

バ
ス
の
乗
り
降

り
が

困
難

道
路
や

駅
に
階
段
や
段

差
が

多
い

切
符
の

買
い
方
や
乗
り

換
え

の
方
法

が
分
か
り
に
く

い

外
出
先

の
建
物
設
備
が

不
便

（

通
路
、

ト
イ
レ
、

エ

レ

ベ
ー

タ
ー

な
ど
）

介
助
者

が
確
保
で
き
な

い

外
出
に

お
金
が
か
か
る

周
囲
の

目
が
気
に
な
る

発
作
な

ど
突
然
の
身
体

の
変

化
が
心

配

困
っ

た

と
き
に
ど
う
す

れ
ば

い
い
の

か
が
心
配

そ
の
他

　
無
回

答

全　体 1,920 20.5 13.7 23.2 12.5 14.7 6.2 20.6 13.0 13.6 28.4 9.6 16.2

身体障害者手帳保有 1,297 21.1 16.6 31.1 8.7 18.4 5.8 19.7 9.1 15.0 19.1 10.2 16.9

療育手帳保有 521 16.9 11.1 8.1 22.8 11.9 10.7 17.9 19.2 9.2 51.2 6.7 16.7

精神障害者保健福祉手帳保有 256 24.2 8.6 13.3 11.7 8.2 3.5 34.0 25.4 25.4 35.2 10.2 11.3

重症心身障害 110 12.7 29.1 33.6 17.3 30.9 20.0 18.2 14.5 35.5 33.6 11.8 12.7

難病（指定難病）認定 139 19.4 28.8 38.1 11.5 23.7 12.9 25.9 10.1 28.1 23.7 9.4 15.1

発達障害の診断 419 15.3 8.4 5.0 22.0 8.4 8.8 20.8 21.5 7.2 53.7 6.2 16.2

高次脳機能障害の診断 137 19.7 24.1 27.7 14.6 21.2 8.0 24.8 13.1 21.9 29.9 11.7 7.3

医療的ケア 539 21.2 15.0 28.0 9.3 19.5 6.7 21.9 9.6 19.9 24.9 10.6 12.6
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27 日中の過ごし方（平日） 

問 27 あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つだけ） 

 

平日の日中の主な過ごし方では、「自宅で過ごしている」が 31.9％、「会社勤めや、自営業、家業などで収入を

得る仕事をしている」が 18.7％となっています。 

障害等の状況別では、療育手帳保有及び発達障害の診断では「一般の高校、小中学校に通っている」の割合が

高く、その他の障害等では「自宅で過ごしている」の割合が高くなっています。 

 

 

18.7

0.7

8.7

8.9

2.8

1.6

31.9

2.5

0.5

4.0

7.3

2.9

2.1

7.3

0 10 20 30 40

会社勤めや、自営業、家業などで収入を得る仕事をしている

ボランティアなど、収入を得ない仕事をしている。

専業主婦（主夫）をしている

福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型も含む）

病院などのデイケアに通っている

リハビリテーションを受けている

自宅で過ごしている

入所している施設や入院している病院等で過ごしている

大学、学校、職業訓練校などに通っている

特別支援学校（小中高等部）に通っている

一般の高校、小中学校に通っている

幼稚園、保育所、障害児通所支援施設等に通っている

その他

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

会
社
勤
め

や
、

自
営
業
、

家

業
な
ど
で

収
入
を
得
る
仕
事

を
し
て
い

る

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入

を
得
な
い

仕
事
を
し
て
い
る

専
業
主
婦
（

主
夫
）

を
し
て

い
る

福
祉
施
設
、

作
業
所
等
に

通
っ

て
い

る
（

就
労
継
続
支

援
Ａ
型
も

含
む
）

病
院
な
ど

の
デ
イ
ケ
ア
に

通
っ

て
い

る

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を
受

け
て
い
る

自
宅
で
過

ご
し
て
い
る

入
所
し
て

い
る
施
設
や
入
院

し
て
い
る

病
院
等
で
過
ご
し

て
い
る

大
学
、

学

校
、

職
業
訓
練
校

な
ど
に
通
っ

て
い
る

特
別
支
援

学
校
（

小
中
高
等

部
）

に
通
っ

て
い
る

一
般
の
高

校
、

小
中
学
校
に

通
っ

て
い

る

幼
稚
園
、

保
育
所
、

障
害
児

通
所
支
援

施
設
等
に
通
っ

て

い
る

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 2,030 18.7 0.7 8.7 8.9 2.8 1.6 31.9 2.5 0.5 4.0 7.3 2.9 2.1 7.3

身体障害者手帳保有 1,370 20.0 0.9 11.0 4.3 3.4 2.2 39.6 2.8 0.5 1.5 1.4 1.0 2.6 8.8

療育手帳保有 550 11.6 0.0 0.9 23.3 0.2 0.2 7.6 2.7 0.5 14.2 24.0 8.9 1.5 4.4

精神障害者保健福祉手帳保有 275 20.7 0.7 8.7 12.7 4.7 1.8 37.8 2.5 0.4 0.4 0.4 0.7 1.1 7.3

重症心身障害 120 5.0 0.0 1.7 19.2 7.5 1.7 36.7 8.3 0.0 5.8 0.8 3.3 2.5 7.5

難病（指定難病）認定 149 13.4 0.0 7.4 9.4 2.0 1.3 43.6 2.7 0.0 3.4 4.0 2.0 2.7 8.1

発達障害の診断 435 12.6 0.0 1.8 18.4 0.2 0.0 7.4 0.9 0.9 13.8 29.4 9.9 1.4 3.2

高次脳機能障害の診断 158 10.1 1.3 3.2 9.5 6.3 2.5 38.0 11.4 0.0 1.9 1.3 0.0 3.2 11.4

医療的ケア 580 13.4 0.7 8.3 6.4 4.7 1.9 42.1 5.0 0.2 2.2 3.6 1.6 2.4 7.6
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28 勤務形態 

問 28 （問 27で「１」を回答した方）どのような勤務形態で働いていますか。（○は１つだけ） 

 

収入を得る仕事をしている方の勤務形態では、「パート・アルバイト等の非常勤職員・派遣職員」が 40.8％で、

「正職員で、他の職員と勤務条件等に違いはない」が 33.7％となっています。 

障害等の状況別では、身体障害者手帳保有、重症心身障害及び難病（指定難病）認定では「正職員で、他の職

員と勤務条件等に違いはない」の割合が高く、その他の障害等では「パート・アルバイト等の非常勤職員・派遣

職員」の割合が高くなっています。 

 

 

    

 

 

 

 

33.7

7.9

40.8

12.9

2.4

2.4

0 10 20 30 40 50

正職員で、他の職員と勤務条件等に違いはない

正職員で、短時間勤務等の障害者配慮がある

パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員

自営業、農林水産業など

その他

無回答

(%)
(n=380)

 　
調
査
数

正
職
員
で
、

他
の
職
員
と
勤
務

条
件
等
に
違

い
は
な
い

正
職
員
で
、

短
時
間
勤
務
等
の

障
害
者
配
慮

が
あ
る

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等
の
非

常
勤
職
員
、

派
遣
職
員

自
営
業
、

農

林
水
産
業
な
ど

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 380 33.7 7.9 40.8 12.9 2.4 2.4

身体障害者手帳保有 274 38.0 6.6 33.2 17.2 2.2 2.9

療育手帳保有 64 18.8 14.1 57.8 0.0 4.7 4.7

精神障害者保健福祉手帳保有 57 19.3 5.3 64.9 3.5 5.3 1.8

重症心身障害 6 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0

難病（指定難病）認定 20 35.0 20.0 20.0 10.0 5.0 10.0

発達障害の診断 55 23.6 14.5 56.4 0.0 3.6 1.8

高次脳機能障害の診断 16 12.5 12.5 62.5 6.3 0.0 6.3

医療的ケア 78 33.3 12.8 35.9 14.1 1.3 2.6
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29 今後収入を得る仕事への就労意向 

問 29 （問 27で「１以外」を回答した 18～64歳の方）あなたは、今後収入を得る仕事をしたいと思

いますか。（○は１つだけ） 

 

収入を得る仕事をしていない 18～64 歳の方の今後の就労の意向では、「仕事をしたい」が 18.1％、「仕事はし

たくない、できない」が 27.4％となっています。 

障害等の状況別では、療育手帳保有及び発達障害の認定で「仕事をしたい」の割合が高く、その他の障害等で

は「仕事をしたくない、できない」の割合の方が高くなっています。 

 

 

仕事を

したい

18.1%

仕事をしたく

ない、できない

27.4%

無回答

54.6%

(n=1,501)

 　
調

査
数

仕
事

を
し
た
い

仕
事

を
し
た
く

な
い
、

で
き

な
い

　
無

回
答

全　体 1,501 18.1 27.4 54.6

身体障害者手帳保有 975 12.0 28.7 59.3

療育手帳保有 462 26.4 22.1 51.5

精神障害者保健福祉手帳保有 198 32.8 49.0 18.2

重症心身障害 105 9.5 44.8 45.7

難病（指定難病）認定 117 16.2 37.6 46.2

発達障害の診断 366 29.0 16.4 54.6

高次脳機能障害の診断 124 18.5 29.8 51.6

医療的ケア 458 12.9 33.0 54.1
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30 収入を得る仕事をするための職業訓練 

問 30 （問 29 で「１」を回答した方）収入を得る仕事をするために、職業訓練などを受けたいと思

いますか。（○は１つだけ） 

 

収入を得る仕事をするための職業訓練の意向では、「職業訓練を受けたい」が 46.5％、「すでに職業訓練を受け

た、今受けている」が 11.8％となっています。 

 

31 障害者の就労支援として必要なこと 

問 31 あなたは、障害者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

障害者の就労支援として必要なことでは、「職場の障害者理解」の割合が 45.9％で最も高く、次いで「職場の

上司や同僚に障害の理解があること」（42.9％）、「勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること」（34.7％）

となっています。 

 
 

11.8 46.5 36.9 4.8

すでに職業訓練を受けた、今受けている

職業訓練を受けたい 職業訓練を受けたくない、受ける必要はない

無回答

全体
(n=271)

(%)
0 20 40 60 80 100

45.9

42.9

34.7

31.5

29.2

29.0

22.3

21.8

21.7

19.8

17.9

14.6

3.7

24.1

0 10 20 30 40 50

職場の障害者理解

職場の上司や同僚に障害の理解があること

勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること

通勤手段の確保

短時間勤務や勤務日数等の配慮

具合が悪くなったときに気軽に通院できること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

職場で介助や援助等が受けられること

仕事についての職場外での相談対応、支援

通勤場所におけるバリアフリー等の配慮

在宅勤務の拡充

企業ニーズに合った就労訓練

その他

無回答

(%)
(n=2,030)
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障害等の状況別では、重症心身障害は「通勤手段の確保」（36.7％）、高次脳機能障害の診断では「職場の上司

や同僚に障害の理解があること」（29.7％）、その他の障害等では「職場の障害者理解」の割合が最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　
調
査
数

通
勤
手
段
の
確
保

通
勤
場
所
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー

等
の
配
慮

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数
等
の

配
慮

勤
務
時
間
や
日
数
が
体
調
に
合

わ
せ

て
変
更
で
き
る
こ
と

在
宅
勤
務
の
拡
充

職
場
の
障
害
者
理
解

職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障
害
の

理
解

が
あ
る
こ
と

職
場
で
介
助
や
援
助
等
が
受
け

ら
れ

る
こ
と

具
合
が
悪
く
な
っ

た
と
き
に

気
軽
に
通
院
で
き
る
こ
と

就
労
後
の
フ
ォ

ロ
ー

な
ど
職
場

と
支

援
機
関
の
連
携

企
業
ニ
ー

ズ
に
合
っ

た
就
労

訓
練

仕
事
に
つ
い
て
の
職
場
外
で
の

相
談

対
応
、

支
援

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 2,030 31.5 19.8 29.2 34.7 17.9 45.9 42.9 21.8 29.0 22.3 14.6 21.7 3.7 24.1

身体障害者手帳保有 1,370 28.0 24.1 25.5 31.6 17.5 37.0 34.3 17.2 29.2 13.9 8.8 13.6 3.6 29.9

療育手帳保有 550 43.3 15.5 34.4 38.7 18.2 67.5 61.5 39.5 26.2 41.8 30.5 41.5 2.9 11.5

精神障害者保健福祉手帳保有 275 29.1 11.3 41.5 44.4 21.1 49.1 47.3 17.1 37.5 28.7 13.5 28.4 5.8 18.9

重症心身障害 120 36.7 29.2 25.8 30.8 16.7 35.0 31.7 30.8 32.5 24.2 13.3 19.2 5.0 30.0

難病（指定難病）認定 149 38.3 32.2 34.9 43.6 30.2 47.0 38.3 28.2 34.9 20.8 14.1 20.8 3.4 28.9

発達障害の診断 435 42.3 13.3 37.0 42.3 22.5 73.6 69.2 37.9 29.7 46.9 34.9 46.2 3.2 7.8

高次脳機能障害の診断 158 29.1 17.1 20.9 24.1 13.3 29.1 29.7 20.9 26.6 12.0 7.6 9.5 5.7 35.4

医療的ケア 580 31.9 22.4 32.2 36.0 19.5 39.5 37.9 22.1 34.1 20.3 12.6 19.7 4.1 26.6
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■ 相談相手について 

 

32 悩みや困ったことの相談相手 

問 32 あなたは、悩みや困ったことを誰に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

悩みや困ったことの相談相手では、「家族や親せき」の割合が 78.3％と最も高く、次いで「友人・知人」が 29.3％、

「かかりつけの医師や看護師」が 27.1％となっています。 

障害等の状況別では、すべての障害等で「家族や親せき」の割合が最も高くなっており、次いで、身体障害者

手帳保有では「友人・知人」（32.2％）、発達障害の認定では「通所施設や保育所、幼稚園、こども園、学校の先

生」（28.3％）の割合が高くなっています。 

 

 

78.3

29.3

27.1

18.2

16.4

8.3

5.7

5.4

3.9

2.0

1.2

0.7

3.5

5.4

0 20 40 60 80 100

家族や親せき

友人・知人

かかりつけの医師や看護師

福祉サービス事業所や施設の職員

相談支援専門員（相談支援事業所）や病院の相談員、
ケアマネジャー（介護保険）

通所施設や保育所、幼稚園、こども園、学校の先生

職場の上司や同僚

行政機関の相談窓口

近所の人

民生委員・児童委員

障害者団体や家族会

民間の相談窓口

その他

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調

査
数

家
族

や
親
せ

き

友
人

・
知
人

近
所

の
人

職
場

の
上
司

や
同
僚

福
祉

サ
ー

ビ

ス
事
業

所
や
施

設
の

職
員

障
害

者
団
体

や
家
族

会

か
か

り
つ
け

の
医
師

や
看
護

師

相

談

支

援

専

門

員
（

相

談

支

援

事

業

所
）

や

病

院

の

相

談

員
、

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

（

介

護

保

険
）

民
生

委
員
・

児
童
委

員

通
所

施
設
や

保
育
所
、

幼
稚

園
、

こ
ど

も
園
、

学
校
の

先
生

民
間

の
相
談

窓
口

行
政

機
関
の

相
談
窓

口

そ
の

他

　
無

回
答

全　体 2,030 78.3 29.3 3.9 5.7 18.2 1.2 27.1 16.4 2.0 8.3 0.7 5.4 3.5 5.4

身体障害者手帳保有 1,370 77.5 32.2 4.9 4.7 13.7 1.3 28.0 13.7 2.6 2.6 0.8 6.4 2.5 5.4

療育手帳保有 550 82.0 19.3 0.9 7.1 29.8 1.8 17.6 24.2 1.5 26.9 0.4 3.8 4.5 5.1

精神障害者保健福祉手帳保有 275 70.2 22.9 2.9 7.6 23.3 1.5 47.6 18.9 1.5 0.7 1.1 4.7 5.8 4.7

重症心身障害 120 60.0 14.2 3.3 2.5 34.2 5.0 30.0 29.2 6.7 10.8 1.7 8.3 4.2 10.0

難病（指定難病）認定 149 71.1 20.1 2.0 4.0 20.1 1.3 32.2 22.8 1.3 4.7 0.7 5.4 4.0 4.7

発達障害の診断 435 84.4 23.7 1.4 6.9 28.0 1.6 20.9 21.1 1.1 28.3 0.7 3.9 5.3 3.7

高次脳機能障害の診断 158 76.6 17.7 3.8 5.1 27.2 1.3 30.4 26.6 2.5 2.5 0.0 3.8 3.2 5.7

医療的ケア 580 75.5 25.2 2.6 3.6 20.2 1.4 37.9 18.4 2.4 5.2 0.3 6.6 3.1 4.0
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33 障害や福祉サービスに関する情報入手先 

問 33 あなたは障害のことや福祉サービスに関する情報を、どこから知ることが多いですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

障害のことや福祉サービスに関する情報の入手先では、「家族や親せき、友人・知人」の割合が 35.2％と最も

高く、次いで「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」（34.4％）、「インターネット」（26.5％）と

なっています。 

障害等の状況別では、身体障害者手帳保有では「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が 40.1％、

精神障害者健康福祉手帳保有及び難病（指定難病）認定では「かかりつけ医師や看護師」がそれぞれ 37.8％、

34.9％となっています。 

 

 

35.2

34.4

26.5

22.7

22.1

19.9

18.8

7.2

5.9

4.0

1.7

0.8

3.0

7.2

0 10 20 30 40

家族や親せき、友人・知人

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース

インターネット

行政機関の広報誌

かかりつけの医師や看護師

福祉サービス事業所や施設の職員

相談支援専門員（相談支援事業所）や病院の相談員、
ケアマネジャー（介護保険）

通所施設や保育所、幼稚園、こども園、学校の先生

行政機関の相談窓口

障害者団体や家族会（団体の機関誌など）

民生委員・児童委員

民間の相談窓口

その他

無回答

(%)
(n=2,030)

 　

調
査
数

本

や
新
聞
、

雑
誌

の
記
事
、

テ
レ

ビ

や
ラ
ジ

オ
の
ニ
ュ

ー

ス

行

政
機
関

の
広
報

誌

イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

家

族
や
親

せ
き
、

友
人
・

知
人

福

祉
サ
ー

ビ
ス
事

業
所
や

施
設
の

職

員

障

害
者
団

体
や
家

族
会
（

団
体
の

機

関
誌
な

ど
）

か

か
り
つ

け
の
医

師
や
看

護
師

相

談

支

援

専

門

員
（

相

談

支

援

事

業

所
）

や

病

院

の

相

談

員
、

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

（

介

護

保

険
）

民

生
委
員

・
児
童

委
員

通

所
施
設

や
保
育

所
、

幼

稚
園
、

こ

ど
も
園
、

学
校

の
先
生

民

間
の
相

談
窓
口

行

政
機
関

の
相
談

窓
口

そ

の
他

　

無
回
答

全　体 2,030 34.4 22.7 26.5 35.2 19.9 4.0 22.1 18.8 1.7 7.2 0.8 5.9 3.0 7.2
身体障害者手帳保有 1,370 40.1 27.3 24.3 32.6 16.1 3.6 24.3 15.9 2.3 2.6 0.8 6.4 2.3 6.6

療育手帳保有 550 19.8 11.1 27.6 48.2 31.6 6.4 12.2 27.8 0.9 22.7 0.7 4.4 4.0 7.3
精神障害者保健福祉手帳保有 275 28.7 16.4 30.2 28.4 24.0 2.5 37.8 18.2 1.1 1.5 1.1 6.2 4.4 6.9
重症心身障害 120 27.5 13.3 16.7 31.7 33.3 8.3 24.2 31.7 5.8 10.8 2.5 5.0 5.0 9.2

難病（指定難病）認定 149 30.9 26.2 29.5 31.5 24.8 7.4 34.9 24.2 1.3 2.7 0.7 6.7 2.0 4.7
発達障害の診断 435 23.0 12.4 37.2 49.7 28.7 5.3 15.9 25.7 1.1 22.8 0.5 5.1 4.4 5.3
高次脳機能障害の診断 158 34.2 17.1 16.5 37.3 31.0 5.1 22.8 26.6 1.3 3.8 0.6 3.8 3.2 6.3

医療的ケア 580 34.3 24.8 23.6 36.4 19.8 5.5 32.2 21.7 1.6 4.0 0.9 7.4 2.4 5.3
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■ 障害福祉サービス等の利用について 

 

34 障害支援区分の認定状況 

問 34 あなたは障害支援区分の認定を受けていますか。（○は１つだけ） 

 

障害支援区分の認定状況では、認定を受けている方が全体の 9.6％で、「区分３」及び「区分４」が 1.8％、「区

分２」と「区分５」が 1.6％となっています。また、「受けていない」は 69.3％となっています。 

障害等の状況別では、障害支援区分の認定を受けている方は重症心身障害で「区分６」が 10.0％となっており、

その他の障害等では 10％未満となっています。 

 

 

 

1.3

1.6

1.8

1.8

1.6

1.5

69.3

21.1

0 20 40 60 80

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

受けていない

無回答

(%)
(n=2,030)

 　
調
査
数

区
分
１

区
分
２

区
分
３

区
分
４

区
分
５

区
分
６

受
け
て
い
な

い

　
無
回
答

全　体 2,030 1.3 1.6 1.8 1.8 1.6 1.5 69.3 21.1

身体障害者手帳保有 1,370 1.4 1.5 1.2 1.5 0.8 1.7 69.3 22.7

療育手帳保有 550 1.6 2.4 4.0 3.8 4.2 3.3 62.7 18.0

精神障害者保健福祉手帳保有 275 3.6 1.5 2.9 0.4 0.0 0.4 68.7 22.5

重症心身障害 120 3.3 1.7 4.2 0.8 2.5 10.0 47.5 30.0

難病（指定難病）認定 149 2.0 4.0 2.7 0.7 0.7 4.7 57.0 28.2

発達障害の診断 435 1.1 1.1 1.8 3.2 3.2 1.4 71.0 17.0

高次脳機能障害の診断 158 1.9 0.6 0.0 1.3 0.6 2.5 55.1 38.0

医療的ケア 580 2.2 1.9 2.1 1.9 1.0 2.1 64.7 24.1
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35 障害福祉サービス（現在利用中） 

問 35 あなたは、次の障害福祉サービスを利用していますか。記入例を参考に現在利用中のサービス

について番号を書き、今後３年以内の利用予定についてあてはまるものに○をつけてください。 

 

18歳以上の方を対象にした障害者向けサービスの利用状況では、「自立支援医療」の割合が 12.1％で最も高く、

次いで「補装具・日常生活用具」（11.9％）、「居宅介護（ホームヘルプ）」（10.3％）、「計画相談支援（サービス等

利用計画）」（9.6％）、「生活介護」（8.1％）、「就労継続支援Ｂ型」（7.4％）となっています。 

 

 

 

10.3

1.5

2.6

0.7

1.0

8.1

0.3

3.3

0.8

1.3

2.0

7.4

1.0

6.7

3.1

2.9

2.4

9.6

1.7

11.9

0.7

5.5

1.5

0.4

2.0

1.8

12.1

0 5 10 15

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

生活介護

宿泊型自立訓練

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

就労移行支援

就労定着支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

療養介護

短期入所（ショートステイ）

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

自立生活援助

計画相談支援（サービス等利用計画）

地域相談支援（地域定着支援、地域移行支援）

補装具・日常生活用具

意思疎通支援（手話通訳者等の派遣）

移動支援

地域活動支援センター

福祉ホーム

訪問入浴サービス

日中短期入所

自立支援医療

(%)

(n=1,017)
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18歳未満の方を対象にした障害児サービスの利用状況では、「放課後等デイサービス」の割合が 35.1％で最も

高く、次いで「障害児相談支援（障害児支援利用計画）」（20.2％）、「児童発達支援」（14.7％）、「タイムケア」

（8.4％）、「補装具・日常生活用具」（6.8％）、「短期入所（ショートステイ）」（4.2％）、「保育所等訪問支援」（4.2％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0

0.0

4.2

14.7

0.5

35.1

4.2

20.2

6.8

0.0

1.3

0.3

1.6

8.4

1.8
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居宅介護（ホームヘルプ）

行動援護

短期入所（ショートステイ）

児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

障害児相談支援（障害児支援利用計画）

補装具・日常生活用具

意思疎通支援（手話通訳者等の派遣）

移動支援

訪問入浴サービス

日中短期入所

タイムケア

自立支援医療

(%)
(n=382)
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35 障害福祉サービス（今後３年以内の利用予定） 

問 35 あなたは、次の障害福祉サービスを現在利用していますか。記入例を参考に、現在利用中のサ

ービスについて番号を書き、今後３年以内の利用予定についてあてはまるものに○をつけてく

ださい。 

 

18 歳以上の方を対象にした、現在利用している障害者向けサービスの今後３年以内の利用予定は、「同じぐら

い利用予定」の割合が全体で 68.0％と最も高く、次いで「増やす予定」（7.3％）、「減らす予定」（1.9％）となっ

ています。 

障害者向け（18歳以上）サービスの 27項目では、いずれの項目も今後３年以内の利用予定としては現状と「同

じくらい利用予定」の割合が最も高くなっています。 

 

 　

調

査
数

同

じ

く
ら

い
利

用
予

定

増

や

す
予

定

減

ら

す
予

定

　

無

回
答

全　体 1,017 68.0 7.3 1.9 22.8

居宅介護（ホームヘルプ） 103 59.2 12.6 1.0 27.2

重度訪問介護 15 80.0 6.7 0.0 13.3

同行援護 26 53.8 11.5 0.0 34.6

行動援護 7 71.4 0.0 0.0 28.6

重度障害者等包括支援 9 44.4 0.0 0.0 55.6

生活介護 79 70.9 2.5 0.0 26.6

宿泊型自立訓練 3 66.7 0.0 0.0 33.3

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 34 67.6 14.7 2.9 14.7

就労移行支援 8 62.5 0.0 25.0 12.5

就労定着支援 13 61.5 0.0 15.4 23.1

就労継続支援Ａ型 20 80.0 0.0 5.0 15.0

就労継続支援Ｂ型 73 68.5 8.2 2.7 20.5

療養介護 9 33.3 0.0 0.0 66.7

短期入所（ショートステイ） 68 52.9 32.4 0.0 14.7

共同生活援助（グループホーム） 32 71.9 0.0 3.1 25.0

施設入所支援 30 63.3 3.3 3.3 30.0

自立生活援助 21 47.6 4.8 4.8 42.9

計画相談支援（サービス等利用計画） 95 81.1 0.0 1.1 17.9

地域相談支援（地域定着支援、地域移行支援） 14 42.9 0.0 0.0 57.1

補装具・日常生活用具 119 70.6 4.2 1.7 23.5

意思疎通支援（手話通訳者等の派遣） 7 57.1 28.6 0.0 14.3

移動支援 56 71.4 10.7 1.8 16.1

地域活動支援センター 15 93.3 0.0 0.0 6.7

福祉ホーム 4 25.0 25.0 0.0 50.0

訪問入浴サービス 19 57.9 5.3 0.0 36.8

日中短期入所 16 75.0 25.0 0.0 0.0

自立支援医療 122 78.7 0.8 2.5 18.0
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18 歳未満の方を対象にした、現在利用している障害児向けサービスの今後３年以内の利用予定では、「同じぐ

らい利用予定」が全体で 75.1％、「増やす予定」が 8.4％、「減らす予定」が 5.8％となっています。 

障害児向け（18歳未満）サービスの 15項目では、「移動支援」及び「訪問入浴サービス」の回答数が少ないも

のの「増やす予定」の割合が最も高く、その他の 13項目では、現状と「同じくらい利用予定」（一部、「増やす予

定」と同率）の割合が最も高くなってます。 

 

 

36 現在利用していないサービスで今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無 

問 36 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

   （○は１つだけ） 

 

現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはあるかでは、「ある」が 23.5％、

「ない」が 55.4％となっています。 

 

 　
調
査
数

同
じ
く
ら
い
利
用
予
定

増
や
す
予
定

減
ら
す
予
定

　
無
回
答

全　体 382 75.1 8.4 5.8 10.7

居宅介護（ホームヘルプ） 4 75.0 0.0 0.0 25.0

行動援護 0 0.0 0.0 0.0 0.0

短期入所（ショートステイ） 16 43.8 43.8 0.0 12.5

児童発達支援 56 60.7 5.4 21.4 12.5

居宅訪問型児童発達支援 2 100.0 0.0 0.0 0.0

放課後等デイサービス 134 73.1 8.2 6.7 11.9

保育所等訪問支援 16 100.0 0.0 0.0 0.0

障害児相談支援（障害児支援利用計画） 77 87.0 1.3 0.0 11.7

補装具・日常生活用具 26 84.6 3.8 3.8 7.7

意思疎通支援（手話通訳者等の派遣） 0 0.0 0.0 0.0 0.0

移動支援 5 40.0 60.0 0.0 0.0

訪問入浴サービス 1 0.0 100.0 0.0 0.0

日中短期入所 6 83.3 16.7 0.0 0.0

タイムケア 32 78.1 12.5 0.0 9.4

自立支援医療 7 85.7 0.0 0.0 14.3

23.5 55.4 21.0

ある ない 無回答

全体
(n=2,030)

(%)
0 20 40 60 80 100
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37 今後３年以内に新たに利用したいサービス内容 

問 37 （問 36 で「１」を回答した方）現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用

したいサービスはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したい障害者向けサービス（18歳以上）では、「居

宅介護（ホームヘルプ）」の割合が 17.5％と最も高く、次いで「補装具・日常生活用具」（16.6％）、「移動支援」

（15.1％）、「生活介護」（12.4％）、「短期入所（ショートステイ）」（11.8％）、「自立訓練（機能訓練、生活訓練）」

（10.1％）となっています。 

 

17.5

16.6

15.1

12.4

11.8

10.1

9.5

9.2

8.3

7.7

7.7

6.8

6.8

6.2

5.9

5.9

5.3

5.0

4.7

4.7

3.6

3.3

3.0

3.0

1.5

1.2

1.2

4.7

0 5 10 15 20

居宅介護（ホームヘルプ）

補装具・日常生活用具

移動支援

生活介護

短期入所（ショートステイ）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

同行援護

自立生活援助

施設入所支援

就労移行支援

共同生活援助（グループホーム）

計画相談支援（サービス等利用計画）

訪問入浴サービス

自立支援医療

就労継続支援Ａ型

日中短期入所

行動援護

就労定着支援

就労継続支援Ｂ型

地域相談支援（地域定着支援、地域移行支援）

宿泊型自立訓練

重度障害者等包括支援

重度訪問介護

療養介護

意思疎通支援（手話通訳者等の派遣）

地域活動支援センター

福祉ホーム

無回答

(%)
(n=338)
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現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したい障害児向けサービス（18歳未満）では、「放

課後等デイサービス」の割合が 47.8％と最も高く、次いで「移動支援」（20.9％）、「タイムケア」（19.4％）、「児

童発達支援」（14.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.8

20.9

19.4

14.2

13.4

11.9

11.2

9.7

8.2

6.0

4.5

3.7

3.0

2.2

0.7

6.7

0 10 20 30 40 50

放課後等デイサービス

移動支援

タイムケア

児童発達支援

障害児相談支援（障害児支援利用計画）

短期入所（ショートステイ）

保育所等訪問支援

日中短期入所

自立支援医療

訪問入浴サービス

居宅訪問型児童発達支援

行動援護

補装具・日常生活用具

居宅介護（ホームヘルプ）

意思疎通支援（手話通訳者等の派遣）

無回答

(%)
(n=134)
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38 介護保険サービスの利用状況 

問 38 あなたは介護保険サービスを利用していますか。（○は１つだけ） 

 

介護保険サービスを利用しているかでは、「利用している」が 21.8％、「利用していない」が 67.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している

21.8%

利用していない

67.5%

無回答

10.7%

(n=1,438)
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39 該当する要介護度 

問 39 （問 38で「１」と回答した方）当てはまる要介護度はどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

現在の要介護度は「要支援２」の割合が 18.5％で最も高く、次いで「要介護２」（17.3％）、「要支援１」（16.0％）、

「要介護４」（12.5％）、「要介護１」（12.1％）、となっています。 

障害等の状況別では、身体障害者手帳保有で「要支援２」（19.0％）、療育手帳保有で「要介護１」（33.3％）と

なっています。重症心身障害及び発達障害の認定では「要介護４」がそれぞれ 27.8％、33.3％となっています。 

 
 

 

 

16.0

18.5

12.1

17.3

10.2

12.5

9.3

4.2

0 10 20 30

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答

(%)
(n=313)

 　
調
査
数

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

　
無
回
答

全　体 313 16.0 18.5 12.1 17.3 10.2 12.5 9.3 4.2

身体障害者手帳保有 289 15.2 19.0 11.4 18.3 10.4 12.8 9.7 3.1

療育手帳保有 9 0.0 11.1 33.3 0.0 11.1 11.1 0.0 33.3

精神障害者保健福祉手帳保有 30 20.0 13.3 16.7 6.7 10.0 3.3 20.0 10.0

重症心身障害 36 2.8 2.8 11.1 19.4 5.6 27.8 22.2 8.3

難病（指定難病）認定 46 10.9 17.4 4.3 10.9 17.4 15.2 17.4 6.5

発達障害の診断 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7

高次脳機能障害の診断 76 3.9 13.2 18.4 21.1 11.8 21.1 7.9 2.6

医療的ケア 138 11.6 14.5 7.2 18.1 14.5 16.7 12.3 5.1
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40 利用している介護保険サービス 

問 40 （問 38で「１」と回答した方）利用している介護保険サービスはどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

利用している介護保険サービスは「福祉用具貸与」の割合が 42.5％で最も高く、次いで「通所介護（デイサー

ビス）」（34.2％）、「訪問介護（ホームヘルプサービス）」（26.5％）、「訪問看護」（24.6％）となっています。 

障害等の状況別では、「福祉用具貸与」は重症心身障害で 50.0％、身体障害者手帳保有で 45.0％となっていま

す。 

「通所介護（デイサービス）」は精神障害者保健福祉手帳保有で 53.3％、高次脳機能障害の診断で 44.7％、重

症心身障害で 44.4％となっています。 

「訪問介護（ホームヘルプサービス）」は精神障害者保健福祉手帳保有で 30.0％、重症心身障害で 27.8％、身

体障害者手帳保有で 27.0％となっています。 

「訪問看護」では難病（指定難病）認定で 43.5％、重症心身障害で 41.7％、精神障害者保健福祉手帳保有で

36.7％となっています。 

 

 　

調

査

数

訪

問

介

護
（

ホ
ー

ム

ヘ

ル

プ

サ
ー

ビ

ス
）

訪

問

入

浴

介

護

訪

問

看

護

訪

問

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン

夜

間

対

応

型

訪

問

介

護

定

期

巡

回

・

随

時

対

応

型

訪

問

介

護

看

護

居

宅

療

養

管

理

指

導

通

所

介

護
（

デ

イ

サ
ー

ビ

ス
）

通

所

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン

地

域

密

着

型

通

所

介

護

認

知

症

対

応

型

通

所

介

護

全　体 313 26.5 8.6 24.6 22.0 1.3 1.6 1.6 34.2 22.0 0.3 0.3

身体障害者手帳保有 289 27.0 9.0 24.6 23.9 1.4 1.7 1.4 33.2 22.1 0.3 0.3

療育手帳保有 9 22.2 0.0 33.3 0.0 11.1 0.0 0.0 22.2 0.0 11.1 0.0

精神障害者保健福祉手帳保有 30 30.0 0.0 36.7 6.7 0.0 6.7 3.3 53.3 10.0 0.0 0.0

重症心身障害 36 27.8 2.8 41.7 19.4 2.8 5.6 0.0 44.4 8.3 0.0 0.0

難病（指定難病）認定 46 26.1 13.0 43.5 28.3 0.0 4.3 2.2 30.4 19.6 0.0 0.0

発達障害の診断 3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害の診断 76 19.7 11.8 28.9 26.3 1.3 1.3 1.3 44.7 28.9 0.0 0.0

医療的ケア 138 26.1 10.1 34.8 27.5 2.2 2.2 2.2 32.6 19.6 0.0 0.7

 　

調

査

数

短

期

入

所

生

活

介

護
（

シ
ョ

ー

ト

ス

テ

イ
）

短

期

入

所

療

養

介

護

介

護

老

人

福

祉

施

設

介

護

老

人

保

健

施

設

介

護

療

養

型

医

療

施

設

特

定

施

設

入

居

者

生

活

介

護

（

有

料

老

人

ホ
ー

ム

等
）

介

護

医

療

院

認

知

症

対

応

型

共

同

生

活

介

護

（

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム
）

地

域

密

着

型

介

護

老

人

福

祉

施

設

入

所

者

生

活

護

地

域

密

着

型

特

定

施

設

入

居

者

生

活

介

護

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

看

護

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護
（

複

合

型

サ
ー

ビ

ス
）

福

祉

用

具

貸

与

特

定

福

祉

用

具

販

売

　

無

回

答

全　体 313 8.9 0.3 2.6 1.3 0.0 1.9 0.6 0.6 0.0 0.0 1.3 0.6 42.5 10.2 6.4

身体障害者手帳保有 289 9.3 0.3 2.1 1.4 0.0 2.1 0.0 0.3 0.0 0.0 1.4 0.7 45.0 10.7 6.2

療育手帳保有 9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 11.1

精神障害者保健福祉手帳保有 30 13.3 0.0 3.3 3.3 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.7 3.3 13.3

重症心身障害 36 11.1 0.0 0.0 2.8 0.0 2.8 2.8 0.0 0.0 0.0 2.8 5.6 50.0 8.3 5.6

難病（指定難病）認定 46 6.5 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 2.2 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 43.5 8.7 8.7

発達障害の診断 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害の診断 76 14.5 0.0 3.9 3.9 0.0 2.6 1.3 0.0 0.0 0.0 2.6 1.3 46.1 9.2 1.3

医療的ケア 138 6.5 0.0 3.6 2.9 0.0 2.9 0.7 0.0 0.0 0.0 1.4 0.7 42.8 10.9 5.1
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■ 権利擁護について 

 

41 障害があることで差別や嫌な思いをする（した）経験 

問 41 あなたは、障害があることで差別や嫌な思いをする(した)ことがありますか。（○は１つだけ） 

 

障害があることで差別や嫌な思いをする（した）ことはありますかでは、「ある」が 20.0％、「少しある」が

24.0％で合計 44.0％、「ない」が 48.5％となっています。 

障害等の状況別では、いずれの障害等でも「ない」が最も高くなっていますが、「（少し）ある」と回答した方

は発達障害の認定で 63.2％、療育手帳保有で 60.0％、精神障害者保健福祉手帳保有で 53.0％となっています。 

 

 

ある

20.0%

少しある

24.0%ない

48.5%

無回答

7.5%

(n=2,030)

 　
調
査
数

あ
る

少
し
あ
る

な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 20.0 24.0 48.5 7.5

身体障害者手帳保有 1,370 15.1 22.6 54.6 7.7

療育手帳保有 550 30.5 29.5 33.3 6.7

精神障害者保健福祉手帳保有 275 30.5 22.5 38.2 8.7

重症心身障害 120 30.0 22.5 36.7 10.8

難病（指定難病）認定 149 22.1 24.2 45.6 8.1

発達障害の診断 435 35.4 27.8 31.3 5.5

高次脳機能障害の診断 158 16.5 25.3 50.0 8.2

医療的ケア 580 19.0 21.0 51.7 8.3
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42 差別や嫌な思いをした場所や状況 

問 42 （問 41 で「１または２」と回答した方）どのような場所や状況で差別や嫌な思いをしました

か。（あてはまるものすべてに○） 

 

障害があることで差別や嫌な思いをする（した）場所や状況では、「外出中」の割合が 45.4％で最も高く、次

いで「学校・仕事場」が 42.6％となっています。 

障害等の状況別では、療育手帳保有、精神障害者保健福祉手帳保有及び発達障害の認定では「学校・仕事場」

の割合が最も高く、その他の障害等では「外出中」の割合が最も高くなっています。 

 

 

45.4

42.6

17.8

16.8

16.6

15.6

5.3

1.8

0 10 20 30 40 50

外出中

学校・仕事場

住んでいる地域

仕事を探すとき

病院などの医療機関

余暇を楽しむとき

その他

無回答

(%)
(n=893)

 　
調
査
数

学
校
・
仕
事

場

仕
事
を
探
す

と
き

外
出
中

余
暇
を
楽
し

む
と
き

病
院
な
ど
の

医
療
機
関

住
ん
で
い
る

地
域

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 893 42.6 16.8 45.4 15.6 16.6 17.8 5.3 1.8

身体障害者手帳保有 516 32.0 18.2 51.0 15.5 17.6 18.0 4.5 2.1

療育手帳保有 330 58.2 8.8 44.2 17.6 13.6 15.2 4.5 0.9

精神障害者保健福祉手帳保有 146 41.1 33.6 30.8 13.7 24.0 22.6 9.6 1.4

重症心身障害 63 19.0 7.9 65.1 22.2 33.3 23.8 6.3 0.0

難病（指定難病）認定 69 30.4 18.8 44.9 20.3 20.3 21.7 7.2 2.9

発達障害の診断 275 62.5 11.6 42.2 17.8 13.8 16.4 4.4 0.4

高次脳機能障害の診断 66 19.7 13.6 51.5 6.1 16.7 18.2 7.6 1.5

医療的ケア 232 32.8 12.1 50.9 14.7 20.3 24.1 4.3 1.7
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43 成年後見制度の認知度 

問 43 成年後見制度について知っていますか。（○は１つだけ） 

 

成年後見制度の認知度は、「名前も内容も知らない」が 34.3％、「名前を聞いたことはあるが、内容は知らない」

が 31.3％、「名前も内容も知っている」が 22.1％となっています。 

回答者の年代別では、10代未満及び 40代以外では「名前も内容も知らない」の割合が最も高く、10代未満及

び 40代では「名前を聞いたことはあるが、内容は知らない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.1 31.3 34.3 12.3

名前も内容も知っている

名前を聞いたことはあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

全体
(n=2,030)

(%)
0 20 40 60 80 100

 　
調
査
数

名
前
も
内
容

も
知
っ

て
い
る

名
前
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
る

が
、

内
容
は

知
ら
な
い

名
前
も
内
容

も
知
ら
な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 22.1 31.3 34.3 12.3

１０代未満 128 21.9 41.4 29.7 7.0

１０代 206 16.0 27.2 49.5 7.3

２０代 115 23.5 27.0 46.1 3.5

３０代 143 21.7 30.8 41.3 6.3

４０代 172 17.4 39.5 35.5 7.6

５０代 235 20.4 30.2 37.0 12.3

６０代 314 27.4 28.7 31.8 12.1

７０代以上 683 23.7 31.3 27.2 17.7



 

45 

■ 災害時の避難等について 

 

44 災害時での一人での避難可否 

問 44 あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つだけ） 

 

火事や地震等の災害時の一人での避難では、「できる」が 35.9％、「できない」が 33.4％、「わからない」が

26.7％となっています。 

障害等の状況別では、身体障害者手帳保有及び精神障害者保健福祉手帳保有では「できる」の割合が約 40％で

「できない」「わからない」を上回っています。その他の障害等では「できない」の割合が最も高く、重症心身障

害で 72.5％、難病（指定難病）認定で 61.7％、高次脳機能障害の診断で 52.5％、療育手帳保有で 52.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.9 33.4 26.7 4.1

できる できない わからない 無回答

全体
(n=2,030)

(%)
0 20 40 60 80 100

 　
調
査
数

で
き
る

で
き
な
い

わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 35.9 33.4 26.7 4.1

身体障害者手帳保有 1,370 40.1 31.2 24.1 4.7

療育手帳保有 550 18.2 52.4 27.1 2.4

精神障害者保健福祉手帳保有 275 41.1 20.0 34.5 4.4

重症心身障害 120 11.7 72.5 10.0 5.8

難病（指定難病）認定 149 20.8 61.7 14.1 3.4

発達障害の診断 435 21.1 46.2 32.0 0.7

高次脳機能障害の診断 158 19.0 52.5 22.8 5.7

医療的ケア 580 33.3 41.4 21.6 3.8
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45 近所での介助者の有無 

問 45 家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。 

（○は１つだけ） 

 

家族が不在または一人暮らしの場合に近所に助けてくれる人がいるかでは、「いない」が 36.2％、「わからない」

が 33.3％、「いる」が 25.3％となっています。 

障害等の状況別では、身体障害者手帳保有では「わからない」が 34.0％で最も高く、その他の障害等では「い

ない」の割合が最も高くなっています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.3 36.2 33.3 5.2

いる いない わからない 無回答
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回
答

全　体 2,030 25.3 36.2 33.3 5.2

身体障害者手帳保有 1,370 27.8 32.2 34.0 6.0

療育手帳保有 550 21.1 42.7 32.5 3.6

精神障害者保健福祉手帳保有 275 16.0 48.0 30.9 5.1

重症心身障害 120 19.2 45.8 26.7 8.3

難病（指定難病）認定 149 20.8 47.0 28.2 4.0

発達障害の診断 435 21.4 44.6 33.1 0.9

高次脳機能障害の診断 158 22.8 38.0 31.6 7.6

医療的ケア 580 26.7 37.4 30.2 5.7
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46 災害時に困ること 

問 46 火事や地震等の災害のときに困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

火事や地震等の災害時に困ることでは、「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」の割合が 49.1％で

最も高く、次いで「薬が入手できなくなる、治療を受けられない」（46.4％）、「安全なところまで、早く避難する

ことができない」（43.1％）となっています。 

障害等の状況別では、療育手帳保有、重症心身障害及び発達障害の認定では「避難場所の設備（トイレ等）や

生活環境が不安」の割合が最も高く、身体障害者手帳保有、精神障害者保健福祉手帳、難病（指定難病）認定及

び医療的ケアでは「薬が入手できなくなる、治療を受けられない」の割合が最も高くなっています。 
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全　体 2,030 46.4 8.8 10.4 25.5 43.1 24.0 25.6 49.1 2.9 10.0 8.1

身体障害者手帳保有 1,370 50.3 12.3 13.4 20.7 44.4 18.4 15.0 48.3 2.7 9.7 8.8

療育手帳保有 550 28.4 3.8 5.8 45.6 50.7 42.9 53.6 54.4 4.0 10.4 6.7

精神障害者保健福祉手帳保有 275 65.1 3.6 6.5 22.5 29.5 21.8 32.4 44.7 3.6 9.5 8.7

重症心身障害 120 59.2 24.2 20.8 46.7 64.2 30.0 32.5 60.8 4.2 2.5 9.2

難病（指定難病）認定 149 65.1 20.1 19.5 38.3 61.7 24.8 26.2 61.7 5.4 2.0 6.0

発達障害の診断 435 30.1 2.8 4.1 44.1 44.6 42.5 54.9 57.7 4.8 10.3 4.6

高次脳機能障害の診断 158 49.4 15.2 14.6 36.1 58.9 23.4 26.6 50.6 0.6 7.0 9.5

医療的ケア 580 66.2 14.0 15.9 26.4 49.1 22.1 20.9 55.5 3.1 4.0 7.2


